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A-2判 S=1/5

ユニットにより異なる
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注.1

20ｃｍ Unit ショート型

注.1）間詰材は木片、砂袋等で調整可能。今回は木片で調整した。

ターミナル
位置は自由

正面背面

天板

底板

側面
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1314（mm）
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1
81
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4
8

木片は開口部から出し入れできるよう分割とした。

音道距離

注.2

注.2）GRS 8FR-8ユニットは公称φ185では大きく、

φ183くらいで良い

office01
テキストボックス
注3

office01
折れ線

office01
テキストボックス
注.3）流れをスムーズにするために、取外し可能な木板を入れてみましたが変化は感じられませんでした。

office01
テキストボックス

office01
テキストボックス
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